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＊
解
答
は
す
べ
て
解
答
用
紙
の
所
定
の
ペ
ー
ジ
に
記
入
す
る
こ
と
。

＊
設
問
の
指
示
に
従
い
、
問
い
の
番
号
や
選
択
し
た
記
号
を
適
宜
明
記
す
る
こ
と
。

m II ー

日
本
語
学
領
域

古
典
文
学
領
域

近
現
代
文
学
領
域

4

解
答
用
紙
は
四
枚
表
裏
。

0
0
 

2
 

ー

問
題
は
こ

の
ペ
ー
ジ
を
含
め
て
11
S
7
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

澗
順
」

l

は
、
共
通
問
題
で
あ
る
。
解
答
用
紙
の
最
初
に
、
入
学
後
に
専
攻
す
る
専
門
分
野
の
選
択
肢
が

掲
出
し
て
あ
る
の
で
、
該
当
す
る
も
の
を

0
で
囲
む

こ
と
。

閏

は

、
共
通
問
題
で
あ
る
。
三
つ
の
問
い
に
解
答
し
て
い
な
い
場
合
、
問
題
二
全
体
の
得
点
は
ゼ

ロ
と
な
る
。

剛
剛
甘
、
選
択
問
題
で
あ
る
。
日
本
語
学
、
古
典
文
学
、
近
現
代
文
学
の
三
領
域
の
中
か
ら
、

後
に
専
攻
す
る
領
域
の
問
題
を
選
択
し
、
設
問
の
指
示
に
従
っ
て
解
答
す
る
こ
と
。

I

日
本
語
学
領
域

2
ペ
ー
ジ

古
典
文
学
領
域

3
ー

4
ペ
ー
ジ

近
現
代
文
学
領
域

5
S
7
ペ
ー
ジ

rn II 
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
は
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
開
か
な
い
こ
と
。

受
験
番
号
と
氏
名
は
、
解
答
用
紙

1
ペ
ー
ジ
の
所
定
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

注
意
事
項

二

0
二

四

年

度

早

稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

〖
修じ
課
程
〗
専
門
科
目
日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス

1
S
8
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
問
題
と
の
対
応
は
次
の
通
り
。

1
ペ
ー
ジ

1
¥

2
ペ
ー
ジ

3
¥
4
ペ
ー
ジ

3
S
4
ペ
ー
ジ

5
S
8
ペ
ー
ジ

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
著
）

入
学
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2
 L

i
~
 

E l) 

濁
点
の
歴
史
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ

G

漢
，
了
字
義
の
変
容
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

s
‘
r
e
l
e
v
a
n
c
e
"
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

C
H
本
語
の
文
法
的
表
現
に
お
け
る
価
値
評
価
性
に
つ
い
て
論
じ
よ
。

こ
ろ
を
述
べ
よ
。

B

日
本
語
の
方
言
分
布
に
つ
い
て
、
周
国
論
的
解
釈
に
対
し
て

「
逆
周
圏
論
」

と
い
う
こ
と
か
言
わ
れ
る
。
そ
九
に
つ
い
て
知
る
と

各
自
の
関
心
が
あ
る
研
究
領
域
に
お
い
て
、

次
の

A
I
F
か
ら
二
題
を
選
ぴ
、

A
 
日
本
語
の
柏
構
造
と
特
殊
柏
と
の
関
係
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

解
答
せ
よ
。

解
答
の
冒
頭
に
そ
の
記
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

ー

11
本
語
学
領
域

＿
問
題
三
＿
〔
選
択
問
題
〕

I
n
l
l
l
か
ら
一
領
域
を
選
択
解
答
せ
よ
。

剛

〔

共

遥

問

題

〕

）
学
院
修
卜
課
程
に
お
い
て
あ
な
た
が
研
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
や
対
象
に
つ
い
て
、
自
ら
の
構
想
し
て
い
る
研
究
力
仏
に
触
れ

な
か
ら
、
ー
，
日
程
度
で
、
で
き
る
だ
け
貝
体
的
か
つ
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

問
題
二
＿
〔
共
逼
問
題
〕

：
次
の
A
B
C
群
各
々
二
間
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
間
ず
つ
を
選
択
し
、
各
間
十
行
程
度
で
解
答
せ
よ
。

一
般
外
囚
語
で
「
日
本
語
」
を
受
験
す
る
者
は
、

A
B
C
の
い
ず
れ
か

1

つ
の
群
の
代
わ
り
と
し
て
G
群
の
問
を
選
択
で
き
る
。

◇
解
答
の
冒
珀
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
選
択
し
た
間
の
記
号

(
A
l
な
ど
）
を
明
記
せ
よ
。

&

1

つ
の
群
の
間
題
の
中
、
―
つ
の
群
の
間
題
で
も
無
回
答
の
場
合
、
間
題
口
全
体
の
得
点
は
零
と
な
る
。

〖A
騨
〗
1
1
本
語
学
領
域

A

1

，
人
郎
は
花
f
に
殴
ら
れ
た
。
」
と
、

せ
よ
。

A

2

ガ
行
鼻
音
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
説
明
せ
よ
。

A
3
日
本
語
の
文
体
と
文
字
表
記
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
つ
つ
説
明
せ
よ
。

c

l

 

C
2
 

C
3
 

斧
f
斗

汐
ト
ノ
摩

デ
ー
タ
）

を
取
り
扱
う
上
で
留
意
す
べ
き
こ
と
が
ら
を
具
体
的
に
述
ぺ
よ

1
)

日
本
占
塊
文
学
に
お
け
る
文
字
と
店
の
関
係
に
つ
い
て
、
貝
体
例
を
挙
げ
て
述
べ
よ

c

11
本
ー
11
雌
〈
文
学
に
お
け
る
害
り
文
化
と
印
刷
。
出
版
文
化
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
述
べ
よ
。

ll"'企
古
血
〈
文
学
作
品
と
そ
の
注
釈
者
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
て
述
べ
よ
。

〖C
群
〗
近
現
代
文
学
領
域

近
現
代
文
学
と
前
近
代
の
文
学
と
の
閏
わ
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
論
評
せ
よ
。

近
現
代
文
学
に
お
い
て
身
体
表
象
は
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
論
評
せ
よ
e

近
現
代
文
学
に
お
い
て
性
と
差
別
の
間
題
は
ど
の
よ
う
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
論
評
せ
よ
。

〖G
群
〗
般
外
国
語
で
「
日
本
語
」
を
受
験
す
る
者
の
み
、
右
の

A
B
C

群
の
中
の
―
つ
の
群
の
代
わ
り
と
し
て
選
択
で
き
る
問
題
。

G

1

あ
な
た
の
研
究
す
る
「
日
本
語
学
」
ま
た
は
「
日
本
文
学
」
と
い
う
学
間
分
野
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
論
文
二
研
究
書
ま
た
ば
妍
究

者
名
を
具
体
的
に
半
げ
て
骨
砧
明
せ
よ
。

B

2

 

B

3

 

ー

9
)
 

t
 

〖B
群
]
ー
ロ
肌
文
学
領
城

「
太
郎
は
花
子
に
泣
か
れ
た
。
」

と
い
う
文
に
お
け
る
受
け
身
表
現
の
違
い
に
つ
い
て
晶
明

―
1
0
―

一

四

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

入

学

試

験

問

題

`
I
e
課
程
〗
専
門
科
目
日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス
※
解
容
は
別
紙
拿
咆
，
横
謬
）

1. 
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I
幼

学

書

に

つ

い

て

，

．

H
 

G
 

F
 

E
 

B
 

なれわ

『

椿

説

弓

張

月

』

。

『

冬

の

日

』

。

慈

光

寺

本

承

久

記

の

特

徴

と

評

価

。

京

極

派

の

歌

風

。

D

日

記

文

学

の

虚

構

性

。

c
和

歌

贈

答

の

機

制

『

古

事

記

』

神

話

。

説

話

と

東

国

。

A
山

上

憶

良

の

人

生

と

文

学

活

動

。

三

）

次

の

A
S
I
の

中

か

ら

一

題

を

選

び

、

論

述

せ

よ

相
聞

藤
原
仲
忠

古

今

和

歌

六

帖

今

昔

物

語

集

与
謝
蕪
村

遊

仙

窟

ら

そ

山

部

赤

人

三
巻
本
枕
草
子

能
因
法
師

覚

一

本

平

家

物

語

曲
亭
馬
琴

大

江

匡

衡

むつ

（

二

十

行

程

度

）

c

ぶ
ノ

よ

ねた

り

かぬヘ

l
1
 
i
 ほい

ろ

る と
は

を ちに

稲

羽

の

素

兎

秋
山
虔

心

敬福
富
草
紙

洒
落
本

玉
篇

二

0
二

四

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

冒
士
課
程
〗
専
門
科
目
日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス

古

典

文

学

領

域

二

）

次

に

掲

げ

る

語

群

い

ー

う

の

中

か

ら

二

つ

を

選

び

、

そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て

要

領

よ

く

説

明

せ

よ

題

に

つ

き

五

行

程

庶

）

。

解

答

の

冒

頭

に

は

r

選

ん

だ

記

号

と

そ

の

語

と

を

明

記

す

る

こ

と

。

常

陸

国

風

土

記

栄

花

物

語

新
勅
撰
和
歌
集

二

条

良

基

狂
歌

唐

大

和

上

東

征

伝

入

学

試

験

問

題

※
解
答
は
別
紙
C
0
•
横
書
）

＾ 
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（キ） （力） （オ）
（エ）

（ウ） （イ） 二
0
二
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

一

修

士

課

程

]

専

門

科

目

日

本

語

日

本

文

学

コ

ー

ス

（
ア
）
験
無
物
乎
不
念
者
一
杯
乃
濁
酒
乎
可
飲
有
良
師

（
右
を
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
せ
よ
。
）

天
地
初
発
之
時
於
高
天
原
成
神
名
天
之
御
中
主
神

（
右
を
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
し
、
現
代
語
訳
せ
よ
。
）

桟
閉
＂
く
が
ヤ
；
~
い
じ
．

r
-ー
久
い
§
ゃ
月

.、つ

？
｝

（
べ

L

'

戊
り
t
t
~

・ク
ふ
↓
~

※

w
e
b掲
載
に
際
し
、
左
の
と
お
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵

（
右
の
影
印
の
和
歌
を
翻
字
、
現
代
語
訳
し
、
本
歌
ま
た
は
本
説
を
指
摘
せ
よ
。
）

そ
よ
訃
冗
：
？
り
て
入

よ
訃
ハ
‘1人
て
予
t
r穴
：
久
緊
名
人
べ
う
に
ー
炉

戸
ぐ
ぷ
硲
‘Y、
ハ
汐
ん
ぢ
ふ
久
ら
t
t
亨
／
苓
ざ
i
ぅ
芭

り
2
わ
仄
冗
l
ゴ
で
ぷ
ふ
り

（
右
の
影
印
の
全
文
を
翻
字
せ
よ
。
ま
た
、
傍
線
を
付
し
た
二
名
の
姓
名
を
兄
・
弟
の
順
に
記
せ
。
）

l
v
2
 

つ
ャ
人
（
ふ
兒
j
ふ
＇
、
や
り
し
喜
｀
苓
祁
応
勺

~
叶

＇
に
忍
蒻
；
；
令
ん

ぶ
t
も
ー
ァ
さ
嘉
賃
ゅ
各
が
ー
抑
入
奇
~
~
；
み
§
‘

.f

（
右
の
和
歌
二
首
を
前
書
き
と
と
も
に
丁
寧
に
翻
字
し
て
、
そ
の
後
に
ど
ち
ら
か
一
首
を
選
ん
で
、

和
歌
の
み
を
解
釈
せ
よ
。
）

電

―

-H
雙
閾
衰
志
侍
且
貪
犀
―
万
東
南
冬
芍
．
：
す

宝
秤
も
曇
圏
昇
訊
戸
一
び
ぎ
奎
字
睾
哀
人
惰
眉
秤
告
平
＼
青
耳
ロ

ほ
渭
書
博
了
文
年
手
乍
砕
易
望
園

（
右
の
影
印
の
全
文
を
翻
字
し
、
現
代
語
訳
せ
よ
。
）

※

w
e
b掲
載
に
際
し
、
左
の
と
お
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

天
理
大
学
附
厖
天
理
図
書
館
蔵

『
天
理
図
害
館
善
本
器
書
和
書
之
部
第
―
一
十
七
巻
』
所
収

「
日
本
書
経
纂
疏
」
、
八
木
書
店
,
1
9
7
7
 

1
な
J
夜
包
了
り
を
り
貨
炸
g
ゑ
孟
’
ーと

（
右
の
影
印
の
全
文
を
翻
字
し
、
現
代
語
訳
せ
よ
。
）

（
三
）
次
の
ア
S
キ
の
中
か
ら
＿
つ
選
び
、
本
文
の
直
後
の
（

）
内
の
指
示
に
従

っ
て
解
答
せ
よ
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙

C
D
•
横

書
）

n
l
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A

1

田
山
花
袋

口
皿

近
現
代
文
学
領
域

次
の

A
1
¥
2
、

B
1
1
2
は、

体
・
語
り
の
方
法
な
ど
表
現
上
の
特
色
、

由
に
論
ぜ
よ
。 【

修
士
課
程
]

「
田
舎
教
師
」

日
本
の
近
現
代
文
学
の
代
表
的
な
作
品
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
つ
に
つ
い
て
、
①
用
語
・
文

②
そ
の
作
品
の
文
学
性
や
文
学
史
的
意
味
・
文
学
者
の
生
涯
に
お
け
る
位
置
、
の
両
面
か
ら
、

あ

を

し

ま

い

ら

ば

に

ふ

四
里
の
道
は
長
か
っ
た
。
其
間
に
青
縞
の
市
の
立
つ
羽
生
の
町
が
あ
っ
た
。
田

叶

だ

し

胃
に
は
げ
ん
げ
が
咲
き
豪
家
の
叩
的
ら
は
八
璽
桜
が
散
り
こ
ほ
れ
た
。
赤
い
蹴
出

ゐ
な
か
ね
＇
~
～

を
出
し
た
田
舎
の
姐
さ
ん
が
を
り
／
＼
通
っ
た
。

し

お

ん

み

つ

L
A

羽
生
か
ら
は
車
に
乗
っ
た
。
母
親
が
徹
夜
し
て
縫
つ
て
呉
れ
た
木
綿
の
三
紋
の

へ

こ

ぉ

ぴ

あ

け

つ

と

う

は

9
さ

羽
織
に
新
調
の
メ
リ
ン
ス
の
兵
児
帯
、
車
夫
は
色
の
褪
せ
た
毛
布
を
袴
の
上
に
か

け
て
、
梶
棒
を
上
げ
た
。
何
と
な
く
胸
が
躍
っ
た
。

せ
い
ざ
う

清
三
の
前
に
は
r

新
し
い
生
活
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
居
た
。
何
ん
な
生
活
で
も
新

し
い
生
活
に
は
意
味
が
あ
り
希
望
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
五
年
間
の
中
学
校

ど

や

；

だ

＜

文

が

や

生
活
、
行
田
か
ら
熊
谷
ま
で
三
里
の
路
を
朝
早
く
小
倉
服
浩
て
通
っ
た
こ
と
も
も

は
ぺ
げ
い
し
｛
，

う
過
去
に
な
っ
た
。
卒
業
式
、
卒
業
の
祝
宴
、
初
め
て
席
に
侍
る
芸
妓
な
る
も
の

へ

い

ぜ

い

ど

ら

ご

ゑ

．

の
嬌
慇
に
も
接
す
れ
ば
r

平
生
難
か
し
い
顔
を
し
て
居
る
教
員
が
銅
鑓
声
を
張
上

ひ
と
つ
さ
ふ
に
つ
さ

げ
て
調
子
外
れ
の
唄
を
う
た
っ
た
の
を
忍
聞
い
た
。
一
月
二
月
と
経
つ
中
に
、
学

ど

こ

校
の
窓
か
ら
覗
い
た
人
生
と
実
際
の
人
生
と
は
何
処
と
な
く
違
つ
て
居
る
や
う
な

気
が
段
々
し
て
来
た
。
第
一
に
、
父
斜
か
ら
し
て
既
に
さ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
周

囲
の
人
々
の
自
分
に
対
す
る
言
葉
の
中
に
も
そ
れ
が
見
え
る
。
常
に
往
来
し
て
居

る
友
人
の
群
の
空
気
も
そ
れ
／
＼
に
変
っ
た
。

ふ
と
恩
ひ
出
し
た
。

十
日
は
ど
前
、
親
友
の
加
藤
郁
治
と
熊
谷
か
ら
歩
い
て
帰
つ
て
来
る
途
中
で
、

文
学
の
こ
と
や
ら
将
来
の
こ
と
や
ら
恋
の
こ
と
や
ら
を
話
し
た
。
二
人
は
一
少
女

に
対
す
る
あ
る
友
人
の
関
係
に
就
い
て
先
づ
語
っ
た
。

た
か
！
＼

「
さ
う
し
て
見
る
と
、
先
生
中
々
御
執
心
な
ん
だ
ね
え
」

「
御
執
心
以
上
さ
ー
」
と
郁
治
は
笑
っ
た
。

「
此
間
ま
で
は
そ
ん
な
様
子
が
少
し
も
無
か
っ
た
か
ら
、
何
で
も
無
い
と
思
っ
て

居
た
の
さ
、
現
に
此
間
も
、
『
大
に
悟
っ
た
』
ソ
て
言
ふ
か
ら
、
ラ
ヴ
の
為
に
一

身
上
の
希
望
を
捨
て
て
は
つ
ま
ら
な
い
と
恩
つ
て
、
そ
れ
で
あ
き
ら
め
た
の
か
と

思
っ
た
ら
、
正
反
対
だ
ツ
た
ん
だ
ね
」

「
さ
う
さ
」

「
不
恩
議
だ
ね
え
」よ

こ

げ

い

ら

韮
間
、
手
紙
を
寄
越
し
て
、
『
余
冶
卿
等
の
余
の
ラ
ヴ
の
為
に
力
を
貸
せ
し
を

謝
す
、
余
は
初
め
て
恋
の
物
う
き
を
知
れ
り
、
し
か
し
て
今
は
此
ラ
ヴ
の
進
み
進

ま
ん
を
願
へ
り
、

P
h
y
si
cal
な
し
に
』
な
ん
て
言
っ
て
来
た
よ
L

こ
の

P
h
ysi
cal
な
し
に
と
い
ふ
言
葉
は
、
清
一
一
一
に
一
種
の
刺
戟
を
与
へ
た
。

郁
治
む
黙
つ
て
歩
い
た
。

郁
治
は
突
然
、

「
俊
に
は
店
、
大
秘
密
が
あ
る
ん
だ
が
ね
」

其
調
子
が
軽
か
っ
た
の
で
、

「
僕
に
も
あ
る
の
さ
！
」

と
清
三
が
笑
っ
て
合
せ
た
。

遷
ぃ
抜
け
が
し
て
、
二
人
は
ま
た
黙
つ
て
歩
い
た
。

少
時
し
て
、

五
は
あ
の
『
唱
』
を
知
つ
て
る
ね
」

郁
治
は
か
う
訊
ね
た
。

「
知
つ
て
る
さ
」

「
君
は
先
生
に
ラ
ヴ
が
出
来
る
か
ね
．
j

「
い
や
」
と
消
―
二
は
笑
つ
て
「
ラ
ヴ
は
出
来
る
か
何
う
か
知
ら
ん
が
、
単
に
外
形

美
と
し
て
見
て
る
こ
と
は
見
て
る
さ
」

「
A
の
方
は
？
．
」

「
そ
ん
な
考
は
な
い
」

郁
治
は
即
印
し
な
が
ら
、
「
ぢ
や

A
rt
は
？
．
」

清
三
の
胸
は
少
し
く
躍
っ
た
。
「
さ
う
さ
ね
、
機
会
が
来
れ
ば
何
う
な
る
か
わ

か
ら
ん
け
れ
ど
今
の
処
で
は
、
ま
だ
そ
ん
な
こ
と
を
考
へ
て
居
な
い
ね
」
か

う
言
ひ
か
け
て
急
に
は
し
や
い
だ
調
子
で
、

ち
ゃ
う
ど

「
も
し
君
が

A
rt
に
行
け
ば
、
さ
う
さ
な
、
僕
は
丁
度
小
畑
と
を
!
i
ss
N
 

と
に
対
す
る
関
係
の
や
う
な
考
で
、
若
と

A
rt
に
対
す
る
や
う
に
な
る
と
思
ふ

ね」「
ち
ゃ
僕
は
其
方
面
に
進
む
ぞ
」

郁
治
は
一
歩
を
進
め
た
。

専
門
科
目

9
と

葉
子
は
木
部
が
魂
を
打
ち
こ
ん
だ
初
恋
の
的
だ
っ
た
。
そ
れ
は
丁
度
日
消
戦
争

が
終
局
を
告
げ
て
、
国
民
一
般
は
誰
れ
彼
れ
の
差
別
な
く
、
こ
の
戦
争
に
関
係
の

あ
っ
た
事
柄
や
人
物
や
に
事
実
以
上
の
好
奇
心
を
そ
ヽ
ら
れ
て
ゐ
た
頃
で
あ
っ
た

が
、
木
部
は
二
十
五
と
い
ふ
若
い
麒
で
、
或
る
大
新
聞
社
の
従
軍
記
者
に
な
っ
て

支
那
に
渡
り
、
月
並
み
な
通
信
文
の
多
い
中
に
、
際
立
つ
て
観
察
の
飛
ぴ
離
れ
た

心
力
の
ゆ
ら
い
だ
文
章
を
発
表
し
て
、
訳
げ
記
者
と
い
ふ
名
を
博
し
て
目
出
度
＜

熙
戸
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
女
流
基
習
教
徒
の
先
覚
者
と
し
て
、
基
督
教
婦

人
同
盟
の
副
会
長
を
し
て
ゐ
た
葉
子
の
母
は
、
木
部
の
属
し
て
ゐ
た
新
聞
社
の
社

長
と
親
し
い
交
際
の
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
或
る
日
そ
の
社
の
従
軍
記
者
を
自
宅
に

招
い
て
慰
労
の
会
食
を
催
し
た
。
そ
の
席
で
、
小
柄
で
印
町
で
、
詩
吟
の
声
の
悲

壮
な
、
感
情
の
熱
烈
な
こ
の
少
壮
従
軍
記
者
は
始
め
て
葉
子
を
見
た
の
だ
っ
た
。

葉
子
は
そ
の
時
十
九
だ
っ
た
が
、
既
に
幾
人
も
の
男
に
恋
を
し
向
け
ら
れ
て
、

そ
の
囲
み
を
手
際
よ
く
繰
り
ぬ
け
な
が
ら
、
自
分
戸
嘩
応
心
を
楽
し
ま
せ
て
印
訳

タ
ク
ト
は
十
分
に
持
つ
て
ゐ
た
。
十
五
の
時
に
、
袴
を
紐
で
締
め
る
代
り
に
尾
錠

で
締
め
る
工
夫
を
し
て
、
一
時
女
学
生
界
の
流
行
を
風
靡
し
た
の
忍
彼
女
で
あ
る
。

そ
の
紅
い
唇
を
吸
は
し
て
首
席
を
占
め
た
ん
だ
と
、
厳
格
で
通
つ
て
ゐ
る
米
国
人

の
老
校
長
に
、
思
ひ
冷
よ
ら
ぬ
浮
名
を
負
は
せ
た
の
も
彼
女
で
あ
る
。
上
野
の
音

楽
学
校
に
這
入
っ
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
稽
古
を
始
め
て
か
ら
ニ
ヶ
月
程
の
間
に
め

き
め
き
上
逹
し
て
、
教
師
や
生
徒
の
舌
を
捲
か
し
た
時
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
一
人
は

渋
い
顔
を
し
た
。
可
し
て
或
る
日
贔
前
の
楽
器
は
オ
で
嗚
る
の
だ
。
天
オ
で
嗚

る
の
で
は
な
い
」
と
無
愛
想
に
云
つ
て
即
け
た
。
そ
れ
を
聞
く
と
「
さ
う
で
御
座

い
ま
す
か
」
と
智
〗
如
在
に
云
ひ
な
か
ら
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
窓
の
外
に
瞬
り
な
げ

て
、
そ
の
ま
ヽ
学
校
を
退
学
し
て
し
ま
っ
た
の
も
彼
女
で
あ
る
。
基
督
教
婦
人
同

盟
の
事
業
に
奔
走
し
、
社
会
で
は
町
犀
ぃ
の
し
つ
か
り
者
と
い
ふ
評
判
を
取
り
、

家
内
で
は
趣
味
の
高
い
阿
し
て
意
志
の
弱
い
良
人
を
全
く
無
慣
喜
振
舞
つ
た
そ

の
母
の
最
も
深
い
隠
れ
た
弱
点
を
、
即
摺
と
食
指
と
の
間
に
ち
ゃ
ん
と
押
へ
て
、

一
歩
も
ひ
け
を
取
ら
な
か
っ
た
の
も
彼
女
で
あ
る
。
葉
子
の
眼
に
は
総
て
の
人
か
、

殊
に
男
か
底
の
底
ま
で
見
す
か
せ
る
や
う
だ
っ
た
。
葉
子
は
そ
れ
ま
で
多
く
の
男

を
可
な
り
近
く
ま
で
潜
り
込
ま
せ
て
置
い
て
、
も
う
一
歩
と
い
ふ
所
で
突
つ
放
し

た
。
恋
の
始
め
に
は
い
つ
で
も
女
性
か
祭
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
て
、
或
る
槻
会
を
絶

頂
に
男
性
が
突
然
女
性
を
踏
み
麒
る
と
い
ふ
事
を
直
覚
の
や
う
に
知
つ
て
ゐ
た
葉

子
は
、
ど
の
男
に
対
し
て
も
、
自
分
と
の
関
係
の
絶
頂
が
何
処
に
あ
る
か
を
見
ぬ

い
て
ゐ
て
、
そ
こ
に
来
か
＼
る
と
叩
〖
釦
如
い
な
く
そ
の
男
を
振
り
捨
て
て
し
ま
つ

た
。
さ
う
し
て
捨
て
ら
れ
た
多
く
の
男
は
、
葉
子
を
恨
む
よ
り
も
自
分
逹
の
獣
性

を
恥
ぢ
る
や
う
に
見
え
た
。
而
し
て
彼
等
は
等
し
く
葉
子
を
見
誤
つ
て
ゐ
た
事
を

悔
い
る
や
う
に
見
え
た
。
何
故
と
い
ふ
と
、
彼
等
は
一
人
と
し
て
葉
子
に
対
し
て

怨
恨
を
抱
い
た
り
、
憤
怒
を
漏
し
た
り
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
か
ら
。
而
し
て
少

し
ひ
が
ん
だ
者
達
は
自
分
の
愚
を
認
め
る
よ
り
も
葉
子
を
年
不
相
当
に
ま
せ
た
女

と
見
る
方
が
勝
手
だ
っ
た
か
ら
。

そ
れ
は
恋
に
よ
ろ
し
い
若
葉
の
六
月
の
或
る
夕
方
た
っ
た
。
日
本
橋
の
釘
店
に

あ
る
葉
子
の
家
に
は
七
八
人
の
若
い
従
軍
記
者
が
ま
た
戦
應
の
抜
け
き
ら
な
い
や

う
な
風
を
し
て
集
ま
つ
て
来
た
。
十
九
で
ゐ
な
が
ら
十
七
に
も
十
六
に
も
見
れ
ば

さ
や
し
9

・

見
ら
れ
る
や
う
な
華
奢
な
可
憐
な
姿
を
し
た
葉
子
か
、
慎
し
み
の
中
に
も
オ
走
つ

た
面
影
を
見
せ
て
、
二
人
の
妹
と
共
に
給
仕
に
立
っ
た
。
而
し
て
強
ひ
ら
れ
る
ま

の
4

,

ま
に
、
ケ
ー
ペ
ル
博
士
か
ら
罵
ら
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
一
手
も
奏
で
た
り
し
た
。

み
な
ざ

木
部
の
全
霊
は
た
＼
一
目
で
こ
の
美
し
い
オ
気
の
瀕
り
溢
れ
た
葉
子
の
容
姿
に
吸

ひ
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
葉
子
も
不
思
議
に
こ
の
小
柄
な
青
年
に
典
味
を
惑
じ
た
。

而
し
て
運
命
は
不
思
議
な
載
戯
を
す
る

11
の
た
。
木
部
は
そ
の
性
格
は
か
り
で
な

く
、
容
貌
ー
ー
劉
細
な
、
顔
の
造
扉

E
整
っ
た
、
次
げ
諷

r
蒼
白
い
滑
ら
か
な
皮

府
の
、
よ
く
見
る
と
他
の
部
分
の
繊
麗
な
割
合
に
下
顎
骨
の
発
達
し
た

1

ま
で

何
処
か
葉
子
の
そ
れ
に
似
て
ゐ
た
か
ら
、
自
意
識
の
極
度
に
強
い
葉
子
は
、
自
分

の
姿
を
木
部
に
見
付
け
出
し
た
や
う
に
思
っ
て
、
一
種
の
好
奇
心
を
挑
発
せ
ら
れ

ず
に
は
ゐ
な
か
っ
た
。
木
部
は
燃
え
易
い
心
に
葉
子
を
焼
く
や
う
に
か
き
抱
い
て
、

葉
子
は
又
才
走
っ
た
頭
に
木
部
の
面
影
を
軽
く
宿
し
て
、
そ
の
一
夜
の
翌
宴
は
さ

り
げ
な
く
終
り
を
告
げ
た
。

日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス

＝ 

A

2

有
島
武
郎
「
或
る
女
」

※
解
答
は
別
紙

二

0
―
一
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

（
縦

入
学
試
験
問
題

書）

自

ぷ／
'7 



二
0
二
四
年
度

[
修
士
課
程
〗
専
門
科
目

B

1

石
川
達
三
「
蒼
壊
」

か
す

一
九
三

0
年
三
月
八
日

C

稗
戸
港

11-m
で
あ
る
。
細
々
と
け
、
ふ
る
春
一
印
で
あ
る

C

」
毎
は
灰
色
に
霰
み
、

街
も
訥
か
ら
夕
喜
れ
と
き
の
や
う
に
暗
い
。

三
ノ
宮
騨
か
ら
山
！
手
に
向
ふ
赤
土
の
坂
適
は
と
ろ
と
ろ
の
ぬ
か
る
み
で
あ

百

こ

の

道

を

朝
[
3
}

く
か
ら
投
蛋
と
な
く
自
勅
車
が
征
り
上
つ
て
行
く
。
そ
れ

賃
＇
佗
ど
皐
簡
ぶ
亨
ヽ
後
か
ら
後
か
ら
と
讀
（
行
列
で
あ
る
。
こ
の
道
が
丘

喜
き
菌
つ
て
行
ざ
詰
っ
た
と
こ
ろ
紅
菱
色
い
価
装
飾
の
大
き
な
ビ
ル
デ
：

ダ
が
建
つ
て
ゐ
る
＾
―
侯
に
赤
松
の
丘
を
負
ひ
、
右
手
は
百
澤
な
尖
塔
を
｀
心
つ
た

f
-
)
・
ホ
テ
ぐ
に
讀
ぎ
、
左
は
主
[
<
汚
い
細
民
街
に
造
な
る
こ
の
斤
の
う
へ
の

是
が
「
國
立
海
外
移
民
牧
容
所
j
で
あ
る
。

忘
れ
て
光
る
自
動
一
早
が
次
か
ら
次
へ
と
上
つ
て
来
て
は
停
る
。
停
る
と
ぎ
し

ぎ
し
に
詰
つ
て
ゐ
た
車
の
中
か
ら
親
子
一
同
ぎ
つ
り
と
細
雨
の
中
に
降
り
立

つ
。
念
如
筐
し
て
一
＂
楳
を
か
き
合
せ
て
、
あ
た
り
を
見
廻
す
（
＂
，
女
房
は
顔
を
か

し
げ
て
亭
王
の
表
憐
を
見
合
子
供
に
ぃ
百
い
と
晨
ホ
を
す
4

り
上
げ
る
。
や

塁
伝
は
二
人
の
了
を
促
し
、
手
を
引
き
、
父
に
大
き
な
行
李
や
風
呂
敷
包
み
＇

を
配
ぎ
あ
げ
て
、
天
菰
張
り
の
受
付
に
の
つ
そ
り
と
近
つ
ど
＇
一
、

(

9

と
認
じ

き
を
ご
冗
制
服
呻
哨
の
必
食
の
や
う
な
賃
言
名
薄
を
咲
り
な
が
ら
訊
ね

る。一
誰
だ
ね
？
」

「
大
泉
、
進
之
助
ぎ
＇
i
,
セ
え
ま
し
」

｛
河
慮
だ
？
」

「
ヘ
ッ
？
」

「
ど
こ
だ
。
両
縣
だ
？
r-

「
秋
田
言
＇
j
ぜ
え
ま
し
」

所
貞
は
名
簿
に
到
沿
の
句
を
つ
け
て
、
待
合
室
で

T

愕
つ
て
ゐ
る
や
う
i
c
人
と
命

ず
る
。
父
は
又
ヘ
ー
＇
と
豆
言
を
し
て
行
李
を
数
き
な
亨
。

誓
宝
と
い
ふ
言
喜
で
あ
っ
た
へ
）
そ
れ
が
も
う
人
と
荷
物
と
で
一
旦

あ
る
。
金
華
張
り
の
窓
は
小
さ
く
、
中
に
人
の
顔
も
に
つ
き
り
し
な
い
程
に
暗

く
、
寒
く
、
混
つ
区
竺

「
此
腐
さ
待
っ
て
れ
J
と
父
竺
―

-
E

つ
で
行
李
を
完
い
で
人
の
口
を
分
け
て
入

つ
て
行
く
と
、
荷
物
を
甜
＇
＼
ぽ
ぎ
間
を
探
し
た
。
大
き
た
用
が
三
段
に
な
っ
て

段
列
に
も
並
ん
で
ゐ
る
。
ア
〈
造
に
み
な
こ
の
棚
の
j
に
坐
つ
て
ゐ
る
。
男
必
は

荷
物
に
痰
か
け
て
恒
章
を
喫
っ
て
ゐ
ヱ
ぇ
妙
r

｛
し
ん
と
し
て
砥
」
詰
芍
も
し
な

い
。
子
化
嘉
泣
さ
も
し
な
い
。
一
｛
喜
に
歌
り
こ
く
つ
て
、
用
も
な
い
の
に
信

玄
袋
を
開
行
て
見
た
り
、
手
賢
ら
を
眺
め
て
見
た

r
し
て
ゐ
る
の
竺

行
本
一
を
問
い
て
塁
京
る
と
大
泉
さ
ん
は
ほ
つ
と
し
て
戸
口
に
立
っ
た
。
ぬ

か
る
み
の
坂
遍
を
目
勁
車
は
ま
だ
寂
い
て
ゐ
合
は
て
し
ら
な
い
移
民
の
行
列

だ
。
プ
一
「
'
"
9
,
9

ル
ヘ
"
,
'
r
、
ブ
ジ
ル
ヘ
ー

遠
く
、
港
が
灰
色
に
か
す
ご
L
i
見
え
て
ゐ
る
。
そ
の
向
ふ
に
は
海
を
は
や
け

て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
縣
の
向
ふ
に
に
、
外
國
が
あ
る
。
つ
勺
呈
考
へ
て
見
た

こ
と
も
な
い
外
國
と
い
ふ
事
が

9
{

「
は
大
き
な
不
安
尽
な
つ
て
厨
を
打
つ

C

す
る

と
叉
し
て
も
故
郡
の
山
河
を
思
ひ
出
す

3

故
郡
に
は
傾
い
た
家
と
、
要
の
生
え

揃
っ
た
上
を
蓄
が
降
り
埋
め
て
Q
る
幾
段
袈
畝
の
熾
と
、
そ
し
て
永
い
苦
問
の

『
り
出
と
か
あ
る
｛
．
し
か
し
、
宗
ぶ
致
っ
た
淵
も
資
っ
｀
竺
家
財
姿
ら
ず
人
手

に
洩
し
て
了
っ
竺
父
と
池
父
と
酋
祖
父
と
、
三
つ
で
死
，
I
J
た
子
供
と
、
四
某
―

の
芸
に
思
ひ
つ
き
り
の
伊
物
を
控
げ
て
苫
別
れ
を
し
て
灰
た
で
に
な
い
か
。

「
本
含
さ
ん
、
ま
9

だ
ぎ
や
？
」
女
房
．
翌
後
か
ら
問
ひ
か
け
た
。
ふ
り
か
（
ら

っ
と
し
た
時
に
、
~
尉
受
付
へ
や
つ
て
来
た
二
哄
の
家
族
を
見
つ
け
て
、
毎

つ
、
い
／
ま
束
た
，
＇
と
言
っ
た
。
彼
は
漸
く
傘
示
々
と
し
た
微
笑
を
浮
へ
、
垣

亘
を
喫
ふ
奉
も
忘
れ
て
ゐ
た
の
に
氣
が
つ
い
て
袂
に
手
を
入
孔
な
か
ら
、
頑
丈

な
大
き
な
肩
紀
細
く
光
る
雨
を
受
行
て
受
付
の
方
へ
歩
い
て
行
っ
た
。
女
房
も

や
つ
と
遺
り
喘
の
た
い
氣
持
を
団
ら
げ
ら
れ
て
、
十
三
と
五
つ
と
の
子
供
葦
に

ま
で
「
ほ
り
や
本
含
の
お
ノ
つ
あ
ん
が
淘
座
っ
た
l

」
と
言
っ
た
。

本
含
さ
ん
と
は
杉
の
叢
立
ら
を
隔
て
ょ
隣
同
ナ
で
あ
っ
た
a

彼
は
大
阪
の
親

戚
へ
寄
っ
た
の
で
一
足
破
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
六
人
の
家
族
を
週
孔

て
、
て
ん
で
に
荷
窃
を
か
つ
い
で
、
含
国
の
入
口
に
立
っ
と
愕
竺
J
―
-
i-
5

っ
た
。

「
お
こ
＇
居
だ
も
居
だ
＄
＇
：
こ
れ

8

、
一
隻
の
拍
さ
4
：
ん
な
翠
万
か
な
？

心
那
ヽ
ね
く
て
え
か
ぺ
ど
も
ぃ
ゃ
」

「
、
，
た
」
と
大
泉
さ
ん
も
同
惑
し
た
。
そ
れ
か
ら
人
々
の
間
を
掻
き
分
け
て
河

と
か
落
ち
つ
く
g
曲
所
を
見
つ
け
る
と
、
知
ら
な
い
人
達
の
肩
の
あ
ひ
だ
に
択
ま

‘
‘
'
,
‘
,
 

つ
て
行
李
や
包
み
（
｝
上
i
C
腰
を
か
け
た
。
人
い
き
れ
が
む
つ
と
臭
く
て
、
雨
に

む

揺
れ
た
沼
物
の
蒸
れ
た
匂
竺
羹
を
つ
い
た
。
眼
の
前
の
甕
二
慇
目
に
は
婆

さ
ん
ぷ
坐
つ
て
ゐ
て
、
鼻
水
を
ず
L

つ
て
は
湮
菅
を
か
ら
か
｀
ー
っ
と
叩
い
て
た
[
{

た
。
菱
唇
さ
う
妃
者
を
歪
め
て
璽
早
を
喫
っ
た
。
そ
し
て
だ
ん
や
り
と
傍
に
仔

ん
で
ゐ
る
若
者
に
同
つ
て
、
勝
治
仁
丹
持
つ
て
た
か
、
と
言
っ
た
。
門
黒
さ
ん

の
婆
さ
ん
は
風
讐
ひ
い
て
ゐ
る
の
た
二
翌
g
は
隣
り
の
若
者
i
c
向
つ
て
、

嘉
さ
｀
仁
丹
ね
人
か
、
有
っ
た
ら
け
れ
一
と
言
っ
た
。
孫
市
は
ま
た
隣
り
へ

向
g
て
、

詞
し
ゃ
ん
仁
丹
有
っ
た
た
。
出
し
て
け
れ
」
と
言
っ
竺
紡
涵
女
一
4

で
あ
っ

た
娯
の
赤
い
お
夏
は
、
パ
ス
ケ
，

9

卜
の
蓋
を
あ
け
た

3

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス

B

2

宮
本
百
合
子

「
歌
声
よ
、

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
書
）

お
こ
れ
一

今
日
、
日
本
は
全
面
的
な
再
出
発
の
時
機
に
到
達
し
て
ゐ
る
。
軍

事
的
だ
っ
た
日
本
か
ら
文
化
の
国
日
本
へ
と
い
ふ
こ
と
も
い
は
れ
、

日
本
の
民
主
主
義
は
、
明
治
以
来
、
は
じ
め
て
私
た
ち
の
日
常
生
活

の
中
に
浸
透
す
へ
き
性
質
の
も
の
と
し
て
た
ち
現
れ
て
き
た
。

民
主
と
い
ふ
言
葉
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
響
い
て
を
り

r

「
新
し
い
」

と
い
ふ
字
を
戴
い
た
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
は
紙
の
払
底
や
印
刷

工
程
の
困
難
を
か
き
わ
け
つ
つ
、
雑
沓
し
て
そ
の
発
刊
を
い
そ
い
で

ゐ
る
。し

か
し
、
奇
妙
な
こ
と
に

r

さ
う
い
ふ
一
面
の
活
況
に
も
か
か
は

ら
ず
、
真
の
日
本
文
化
の
高
揚
力
と
い
ふ
も
の
が
、
若
々
し
只
ょ

ろ
こ
び
に
満
ち
た
潮
鳴
り
と
し
て

r

私
た
ち
の
実
惑
の
上
に
湧
き
た

ち
、
押
し
よ
せ
て
こ
な
い
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
も
偽
り
な

い
事
実
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

こ
の
惑
し
は
、
新
し
く
日
本
が
お
か
れ
た
世
界
の
道
に
た
い
す
る

懐
疑
か
ら
生
じ
て
ゐ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
人
民
が
、
理
不
尽
な
暴
力
で
導
き
こ
ま
れ
た
肉
体
と
箔
神
と
の

如
如
英
旧
支
配
力
の
敗
退
に
よ
つ
て
終
り
を
告
げ

r

や
う
や
く
自

分
た
ち
人
間
と
し
て
の
意
識
を
と
り
も
ど
し
、
や
っ
と
わ
が
声
で
も

の
を
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
世
の
中
に
な
っ
た
こ
と
を
よ
ろ
こ
ば
な
い

者
が
ど
こ
に
あ
ら
う
。
日
本
は
敗
戦
と
い
ふ
―
つ
の
歴
史
の
門
を
く

ぐ
つ
て
、
よ
り
ひ
ろ
（
新
し
い
世
界
、
人
類
へ
の
道
を
踏
み
だ
し
た

の
で
あ
る
。

さ
う
い
ふ
こ
と
ば
す
べ
て
の
人
に
よ
く
わ
か
つ
て
ゐ
る
。
そ
し

て
、
一
人
一
人
、
も
う
す
で
に
、
外
的
な
事
情
に
押
さ
れ
な
が
ら
に

し
ろ
さ
う
い
ふ
方
向
に
爪
先
を
む
け
て
進
ん
で
ゐ
る
。
し
か
も
、
歩

き
だ
し
つ
つ
あ
る
そ
れ
ら
の
瞳
の
う
ち
に

r

な
に
か
自
身
を
把
握
し

き
っ
て
ゐ
な
い
一
種
の
光
り
が
見
ら
れ
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ら
う
か
。

社
会
全
般
の
こ
と
と
し
て
い
へ
ば
、
こ
の
数
ヶ
月
間
の
推
移
に
よ

つ
て
、
過
去
数
十
苧
あ
る
ひ
は
数
百
年
J
習
慣
的
な
不
動
な
も
の

と
思
は
れ
て
き
た
多
く
の
世
俗
の
権
威
が
、
崩
壊
の
音
た
か
く
、
地

に
堕
ち
つ
つ
あ
る
。
そ
の
大
規
模
な
歴
史
の
廃
墟
の
か
た
は
ら
に
、

人
民
の
旗
を
醗
し

r

さ
は
や
か
に
金
槌
を
ひ
び
か
せ
、
全
民
衆
の
建

設
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
ひ
き
れ
な
い
状
態
に
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
旧
体
制
の
残
る
力
は
、
こ
れ
を
最
後
の
機
会
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
民
衆
の
精
神
に
ほ
ど
こ
し
て
ゐ
た
目
隠
し
の
布
が
落
ち
き
ら
ぬ
う

支
せ
い
ぜ
い
開
か
れ
た
民
衆
の
視
線
が
ま
だ
事
象
の
一
部
分
し
か

ペ
つ
け
ん

瞥
見
し
て
ゐ
な
い
う
ち
、
な
ん
と
か
し
て
自
身
の
足
場
を
他
に
う
つ

し
、
あ
る
ひ
は
片
目
だ
け
開
い
た
人
間
の
大
群
衆
を
、
処
置
に
便
宜

な
荒
野
の
方
へ
導
か
う
と
、
意
識
し
て
社
会
的
判
断
の
濃
乱
を
く
は

だ
て
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
。

自
由
と
い
ふ
名
は
耳
と
心
に
快
（
ひ
び
く
足
食
糧
事
惰
の
現
実

は
、
わ
た
し
ど
冷
の
今
日
に
、
鍛
饉
と
大
書
し
て
そ
び
え
立
つ
て
ゐ

る
。
開
放
と
不
安
と
の
間
尺
橋
の
架
け
か
た
を
知
ら
さ
れ
ず
に
近

代
を
通
つ
て
き
た
正
直
な
日
本
の
幾
千
万
の
人
々
が
、
ひ
し
め
い
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

文
学
が
、
か
う
い
ふ
未
曾
有
の
歴
史
の
場
面
に
お
い
て
、
負
つ
て

ゐ
る
責
任
は
き
は
め
て
大
き
い
。
そ
し
て
ま
竺
文
化
・
文
学
の
活

動
に
た
づ
さ
は
る
人
々
の
胸
中
に
は
、
言
葉
に
あ
ら
は
し
き
れ
な
い

げ
9
は
．
，

未
来
へ
の
競
望
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
は
ら
ず
、
な
ん
だ
央
前

進
す
る
足
場
が
思
ふ
や
う
に
エ
合
よ
く
堅
く
な
い
。
す
べ
り
出
し
の

足
が
か
り
が
は
つ
き
り
し
な
い
惑
じ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

自
身
に
と
つ
て
も
、
十
分
新
し
か
る
べ
き
も
の
と
予
想
さ
れ
て
ゐ
る

日
本
の
今
日
の
文
学
を
、
ど
こ
か
ら
本
質
的
に
新
し
く
し
て
ゆ
け
ば

よ
い
の
か

r

わ
か
つ
て
ゐ
る
や
う
で
わ
か
ら
な
い
の
が

r

本
当
の
と

こ
ろ
ら
し
く
見
う
け
ら
れ
る
。

な

日
本
の
文
学
が
、
今
日
さ
う
い
ふ
足
の
萎
え
た
状
態
に
あ
る
こ
と

見
ま
っ
た
く
日
本
の
明
治
文
化
の
本
質
の
照
り
か
へ
し
で
あ
る
。

明
治
維
新
は
、
日
本
に
お
い
て
人
陸
を
確
立
す
る
だ
け
の
力
か
な
か

っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
文
化
が
確
立
し
た
個
人

r

個
性
の
発
展

性
の
可
能
ば
明
治
を
経
て
今
日
ま
で
七
十
余
年
の
間
、
ず
つ
と
封

建
的
な
鎖
に
か
ら
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
し
た
が
つ
て
、
西
欧
の
近
代
文

学
の
中
軸
と
し
て
発
展
し
て
き
た
一
個
の
社
会
人
と
し
て
自
立
し
た

自
我
の
観
念
も
、
日
本
で
は
か
ら
く
も
夏
目
漱
石
に
お
い
て
、
不
具

な
頂
点
の
形
を
示
し
た
。
リ
ア
リ
ス
ム
の
手
法
と
し
て
は
、
志
賀
直

1

哉
の
リ
ア
リ
ズ
ム
足
洋
画
史
に
お
け
る
セ
ザ
／
ヌ
の
位
渥
に
似
た

存
在
を
示
し
て
き
た
。

n

l

 

／
 

,b 



日
露
戦
後
の
文
学
状
況
を
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
論
評
せ
よ
。

関
東
大
震
災
と
近
現
代
文
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
作
品
を
あ
げ
て
論
評
せ
よ
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
と
近
現
代
文
学
と
の
か
か
わ
り
を
、
具
体
的
な
作
品
を
あ
げ
て
論
評
せ
よ
。

近
現
代
文
学
の
発
禁
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
論
評
せ
よ
。

明
治
。
大
正
時
代
の
新
聞
小
説
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
論
評
せ
よ
。

高
度
経
済
成
長
期
の
文
学
の
特
色
を
、
複
数
の
作
家
と
作
品
に
言
及
し
な
が
ら
論
評
せ
よ
。

近
現
代
文
学
の
直
筆
原
稿
の
特
色
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
作
品
を
あ
げ
て
論
評
せ
よ
。

美
術
と
近
現
代
文
学
と
の
か
か
わ
り
を
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
論
評
せ
よ
。

近
現
代
文
学
研
究
と
文
学
館
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
論
評
せ
よ
。

10

近
現
代
文
学
に
か
か
わ
る
近
年
の
資
料
、
ま
た
は
近
年
刊
行
さ
れ
た
研
究
書
の
う
ち
、

要
と
思
う
も
の
を
一
っ
（
以
上
）
と
り
あ
げ
、
な
ぜ
そ
う
考
え
る
か
論
評
せ
よ
。

，
 

8
 

7
 

6
 

L
3
 

4
 

3
 

2
 

ー

二
0
二

四

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

〖
修
士
課
程
】
専
門
科
目
日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス

（
二
）
次
の
中
か
ら
四
題
を
選
び
、
論
評
せ
よ
（
選
ん
だ
番
号
を
、
指
定
欄
に
記
す
こ
と
）
。

あ
な
た
が
重

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
書
）
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こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

7

,

'

1

1

,

1

9

,

"

ー

'

.

,

9

1

1

1

9

:

I

l

＼
ー
ー
ー
p
"
i

冒
亡
入
学
後
に
専
攻
す
る
専
門
領
域
を

0
で
囲
め
。
古
典
文
学
領
域
に
つ
い
て
は
、
〔
〕
内
の
該
当
す
る
時
代
等
、

な
ら
び
に
散
文
。
韻
文
に
も

0
を
付
す
こ
と
。

日
本
語
学
領
域

古
典
文
学
領
域
〔
上
代
。
中
古
。
中
世
。
近
世
・
和
漢
比
較
文
学
／
散
文
も
韻
文
〕

近
現
代
文
学
領
蛾

ー

”
 

｀
 

，
 

，
 

9

・
 

胃
□

解
答
の
冒
頭
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
選
i
i
記
号
（
例

A
1
)

を
明
記
す
る
こ
と
。

I
l
I
’
|
]

口

ー
,

t
 

，
 

9

,
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（
裟
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苓
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